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論　　文　　の　　要　　旨

　各種g特徴を有する地域の補完作用を反映した地域聞流動現象の記述モデルとして空聞的相互作

用モデルがあり，そのモデルにおける距離パラメータは地域の特徴によって変動する。しかし，

1970年代以降，このパラメータは空間的自己相関要素・配置要素・行動要素の3要素が混合したも

のであり，それゆえにそれが地域の特徴を必ずしも反映しないという指摘がなされてきた。本論文

の目的は，これら3要素を実証的に分離し，地域の特徴を正しく反映した距離パラメータを見出し，

それの東京大都市圏における配置構造を識別することである。著者は，1都4県からなる東京大都

市圏を対象とする自動車交通データを発生制約型エントロピー最大化モデルに投入して，上記の研

究目的の達成を試みた結果，次の成果を得ている。

　（ユ）発生制約型エントロピー最大化モデルの距離パラメータを改良ハイマン法に墓づいて推定す

　　ることによって，空間的自己相関要素が除去されたパラメータを求め，それの地域パターンを

　　導いた。その結果，東京大都市圏の申心部と縁辺部においてパラメータ値が高く，中問部では

　　低くなるというドーナッツ状構造が判明した。

（2）ランダム分布する都市からなる仮想地域に仮想交通流動を発生させ，それに関する距離パラ

　　メータを見出すことによって，配置要素のみから規定されたパラメータを導出した。それの地

　　域パターンを従来の理論的成果に基づいて検討した緒果，それが配置要素のみから正しく規定
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　されていることが認められた。

（3）（ヱ）の結果と上記のそれとの対比から行動要素のみよりなる距離パラメータを抽出し，その地

　域パターンを検討すると，前記の場合ほど明瞭ではないもののドーナッツ状の配置構造が認め

　られた。各種の地域属性に対するクラスター分析からこの構造を呈する要因について究明した

　結果，商業的因子および第ヱ次産業的因子が強く作用することが明らかになった。

審　　査　　の　　要　　旨

　著者が問題とした空問的相互作用モデルの距離パラメータは，財。人の流動の距離摩擦の表示物

であり，流動の起終点となる地域の特性によって変動する。それゆえ，距離パラメータの地域的分

布に基づく地域の構造分析が従来から行われてきた。しかし，1970年代からの理論的研究によって

そのパラメータは空聞的自己相関・配置・行動の3要素の合成的表現物であることが明らかにされ，

上記のような構造分析が成立しえないと指摘されてきた。著者はラ本論文において3要素を，東京

大都市圏という具体的地域を対象として実証的に分離することを独自の方法から試み，それに成功

している。さらに，行動要素のみからなる，換言すれば，地域の特性を真に反映した距離パラメー

タは，東京大都市圏においてはドーナッツ状分布パターンを呈することを指摘し，その地域特性は

具体的には商業的因子と第1次産業的因子であることを見出している。

　以上のような3要素の実証的な分離とその際に開発された方法とは極めて独創性に富むものであ

り，流動現象の地理学研究に与える貢献は大きく，高く評価できる。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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